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ン力を養う，③ホスピタリティ・マインドをもって対
応する，④相手を受容して適切に行動する，について
調べた。その結果，図４に示すように「マナー」や「謙
虚さ」などの①にかかわる内容を半数の学生が記載し
ていた。②に関しては「コミュニケーション力」に加
え，「聞く態度」や「伝え方」などがあり，73％と最も
多かった。③に関しては59％の学生に「相手の立場の
理解」や「思いやり」などの記載が認められ，④に関す
る内容を記載したものも27％あった。このように，すべ
ての到達目標に沿った回答が参加学生から得られた。ま
た，その他にも自己肯定感や福祉現場に対する理解に関
する記載が認められた。
　一方，交流学習を体験した学生は，２年次には高齢
者福祉施設等の利用者に対する口腔機能向上プログラム
「お口の健康長寿教室」に参加する（図１参照）。これは
歯科医師による講話の後，歯科衛生士教員が行う口腔機
能訓練などを参加学生が補助しつつ，学生自らも舌体操
などを実施して，高齢者の QOL向上における歯科専門
職としての役割を学ぶものである。本報告では示して
いないが，平成20年度に参加した学生の学習レポートか
ら，多くの学生が口腔保健の重要性と介護予防の果たす
役割を理解できたことが示されている。「高齢者交流学
習」での体験によって得られたコミュニケーション力を
養うなどの到達目標内容が「お口の健康長寿教室」にお
いて活かされ，表２に示す「医療人としての自覚」とい
う一般目標を目ざす授業となるか，引き続き検証してい
く予定である。
　昨年度までに，「気づきの体験学習」を口腔保健学
科の正規授業科目であるコミュニケーション論授業へ，
「高齢者交流学習」および「お口の健康長寿教室」を早
期臨床実習へ組み入れることができたが，今後の課題と
して，これらのプログラムを歯学科の正規授業として組
み込む方法について，現在検討を重ねている。
ま　と　め
　徳島大学歯学部１生を対象に養護老人ホームにおい
て，高齢者との１対１の交流から，コミュニケーショ
ン力を養うことなどを期待する「高齢者交流学習」を
実施した。交流後の学習記録に認められる「心に深く感
じた」内容や自己評価点数の上昇，更には４つの到達目
標に沿った表現の記載が参加学生から認められたことか
ら，１年次に実施した本取り組みは「人間力の向上」と
いう一般目標に適した有効な教育カリキュラムであると
考えられた。
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